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二
〇
一
一
年
春
闘
標
語

守
ろ
う
安
全
　
無
く
そ
う
格
差

全
て
の
仲
間
に
賃
上
げ
を

　

三
月
一
一
日
（
金
）
東
北
地
方
太
平
洋
沖
を
震

源
と
す
る
大
地
震
が
発
生
し
、
広
い
地
域
に
亘
っ

て
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

　

多
く
の
人
命
が
失
わ
れ
、
国
労
組
合
員
を
は
じ

め
、
多
く
の
労
働
者
、
家
族
が
極
め
て
大
き
な
被

害
を
被
っ
て
い
る
。
被
害
に
あ
わ
れ
た
国
民
の
皆

さ
ん
と
、
国
労
組
合
員
・
家
族
、
Ｊ
Ｒ
で
働
く
仲

間
と
そ
の
家
族
に
心
か
ら
哀
悼
と
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
る
。

　

Ｊ
Ｒ
各
線
も
大
き
な
被
害
を
受
け
、
発
生
直
後

か
ら
混
乱
す
る
中
で
、
私
た
ち
国
労
組
合
員
も
職

場
に
お
い
て
全
力
で
運
転
の
回
復
に
努
め
て
き
て

お
り
、
そ
の
働
き
に
最
大
限
の
敬
意
を
表
し
た

い
。
そ
の
後
も
電
力
不
足
に
よ
り
毎
日
の
よ
う
に

運
転
計
画
が
変
わ
り
、
混
乱
す
る
な
か
で
も
国
民

の
足
で
あ
る
鉄
道
を
守
ろ
う
と
頑
張
る
仲
間
た
ち

を
頼
も
し
く
思
う
。

　

こ
う
し
た
事
態
に
国
労
本
部
と
東
日
本
本
部
は

高
橋
委
員
長
を
本
部
長
と
す
る
「
国
鉄
労
働
組
合

東
日
本
大
地
震
災
害
対
策
本
部
」
を
設
置
。
組
合

員
の
安
否
情
報
の
確
認
・
報
告
、
激
励
カ
ン
パ
の

取
り
組
み
な
ど
当
面
の
取
り
組
み
を
決
定
し
て
い
る
。

　

今
後
も
様
々
な
事
態
が
想
定
さ
れ
る
が
、
私
た
ち
は

安
全
を
、
労
働
条
件

を
守
り
つ
つ
も
輸

送
に
、
復
旧
に
国
労

魂
を
発
揮
し
全
力

で
が
ん
ば
ろ
う
。

　

な
お
、
激
励
カ

ン
パ
に
つ
い
て
は

各
地
区
本
部
・
支

部
か
ら
の
指
示
を

参
照
し
早
急
に
取

り
組
ま
れ
た
い
。

野
球
審
判
技
術
講
習
会
を
開
催

　

三
月
五
日
、
東
京
地
本
と
国
労
東
京
審
判
団
は

第
一
七
回
国
労
東
京
・
神
奈
川
区
野
球
協
会
合
同

審
判
技
術
講
習
会
を
、
神
奈
川
工
業
高
校
グ
ラ
ウ

ン
ド
で
開
催
し
た
。
県
立
神
奈
川
工
業
高
校
と
県

立
霧
が
丘
高
校
の
野
球
部
の
皆
さ
ん
に
協
力
を
い

た
だ
き
、
実
戦
的
な
講
習
を
行
っ
た
。

　

ア
ウ
ト
・
セ
ー
フ
や
ス
ト
ラ
イ
ク
等
の
ジ
ェ
ス

チ
ャ
ー
の
基
本
練
習
、
ス
ト
ラ
イ
ク
ゾ
ー
ン
の
説

明
、
ノ
ッ
ク
形
式
に
よ
る
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
の

練
習
。
昼
食
を
挟
み
、試
合
形
式
で
の
練
習
を
行
い
、

地
本
野
球
大
会
を
は
じ
め
各
支
部
・
地
区
本
部
や

東
日
本
本
部
の
野
球
大
会
の
準
備
が
整
っ
た
。

　

夏
の
地
本
野
球
大
会
で
の
熱
戦
が
今
か
ら
待
ち

遠
し
い
。

　

東
京
地
方
本
部
第
一
〇
〇
回
拡
大
地
方
委
員
会

が
、
二
月
二
六
日
に
新
橋
・
交
通
ビ
ル
に
お
い
て

開
催
さ
れ
た
。

　

一
〇
時
半
に
稲
荷
副
委
員
長
の
開
会
あ
い
さ
つ

か
ら
始
ま
り
、議
長
に
打
越
委
員
（
上
野
保
技
セ
）

が
、
副
議
長
に
は
浦
郷
委
員
（
東
京
総
合
車
セ
）

が
選
出
さ
れ
た
。
石
上
委
員
長
の
あ
い
さ
つ
。
上

部
機
関
か
ら
は
、
本
部
濱
中
書
記
長
が
、「
不
採

用
事
件
。
雇
用
に
つ
い
て
も
努
力
す
る
と
、
政
治

合
意
。
国
土
交
通
委
員
に
対
す
る
要
請
行
動
を
開

催
し
、
政
治
の
責
任
を
申
し
上
げ
た
。
大
畠
大
臣

は
、
改
め
て
四
党
の
方
か
ら
要
請
を
し
て
い
た
だ

い
て
、
大
臣
と
し
て
Ｊ
Ｒ
各
社
に
必
要
な
取
り
次

ぎ
を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
、
と
答
弁
が
あ
っ
た
」

な
ど
の
報
告
を
行
っ
た
。

　

松
川
書
記
長
か
ら
経
過
報
告
・
当
面
す
る
方
針

案
の
提
案
が
あ
り
、
昼
食
休
憩
後
に
各
委
員
に
よ

る
討
論
が
行
わ
れ
、
東
京
闘
争
団
・
原
田
団
長
の

特
別
発
言
を
含
め
一
四
名
か
ら
発
言
が
あ
っ
た
。

　

多
く
の
委
員
か
ら
Ｊ
Ｒ
不
採
用
問
題
や
組
織
拡

大
、
安
全
問
題
、
労
働
条
件
改
善
、
春
闘
、
平
和

の
問
題
な
ど
多
岐
に
渡
っ
て
発
言
が
さ
れ
た
。

　

最
後
に
特
別
決
議
、
委
員
会
宣
言
が
読
み
上
げ

ら
れ
、
最
後
に
団
結
が
ん
ば
ろ
う
で
不
採
用
問
題

を
は
じ
め
組
織
拡
大
な
ど
の
多
く
の
課
題
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
い
く
決
意
を
固
め
あ
っ
た
。

春
闘
標
語
の
表
彰

入
選　

広
げ
よ
う　

私
た
ち
の
運
動
を

職
場
の
中
へ　

組
織
の
拡
大
へ
！

　
　
　
　
　
　
　

大
宮
工
場
支
部　

宇
塚　

史
明

佳
作　

守
ろ
う
安
全　

無
く
そ
う
格
差　
　
　

す
べ
て
の
仲
間
に
賃
上
げ
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

上
野
支
部　

森　

勉

第
100
回
拡
大
地
方

委
員
会
開
か
れ
る

東京地本で救援物資積込み作業中

第
100
回
拡
大
地
方

　委
員
会
発
言
録

粉
川
　
洋
（
本
郷
台
駅
）

○
輸
送
障
害
問
題
。
乗
降
客
七
万
人
に
社
員
は
三

人
。
案
内
、
放
送
、
払
い
戻
し
、
振
替
輸
送
な
ど

全
て
対
応
。
地
区
本
部
で
は
二
一
ヶ
月
間
支
社
内

調
査
。
運
転
見
合
せ
は
三
一
四
回
。
人
身
事
故
と

設
備
故
障
が
無
け
れ
ば
輸
送
障
害
は
飛
躍
的
に
減

少
す
る
。
安
全
対
策
に
二
兆
円
以
上
も
の
設
備
投

資
を
行
っ
た
が
、
実
感
が
湧
か
な
い
。
振
替
輸
送

も
問
題
で
、
振
替
票
を
社
員
一
人
、
二
人
で
配
布

で
き
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。

○
昨
年
九
月
に
新
杉
田
駅
で
五
六
歳
の
仲
間
が
国

労
に
加
入
。
広
域
採
用
で
国
労
の
先
輩
に
お
世
話

に
な
っ
た
時
の
こ
と
を
二
四
年
経
っ
て
も
、
家
族

を
含
め
て
覚
え
て
い
て
も
ら
っ
た
。
助
け
合
い
が

確
実
に
あ
っ
た
。　
　

車
塚　

豊（
北
赤
羽
駅
）

○
委
託
駅
の
問
題
。
運

転
取
り
扱
い
が
あ
い
ま

い
。
指
示
が
Ｊ
Ｒ
本
体

か
ら
ダ
イ
レ
ク
ト
に
。

指
示
を
す
る
駅
長
・
助

役
や
指
令
員
も
。
列
停
の
復
位
や
ド
ア
コ
ッ
ク
の

扱
い
で
指
示
命
令
、
指
導
を
受
け
た
こ
と
も
。
我

孫
子
駅
の
遺
失
物
扱
い
が
三
月
か
ら
委
託
。
緩
行

ホ
ー
ム
の
丸
投
げ
委
託
で
入
区
電
車
の
室
内
貫

通
、
ラ
ッ
シ
ュ
時
整
列
乗
車
時
の
ド
ア
扱
い
の
合

図
、
緊
締
幕
そ
し
て
遺
失
物
扱
い
で
あ
る
。
保
護

具
を
着
用
す
れ
ば
問
題
無
い
な
ど
、
今
ま
で
の
遺

失
委
託
と
は
全
く
異
な
る
。
極
め
て
問
題
点
が
多

い
。
ホ
ー
ム
に
い
れ
ば
ド
ア
コ
ッ
ク
を
扱
う
の
は

日
常
的
だ
と
思
う
が
、
出
向
者
は
社
員
の
指
示
が

な
け
れ
ば
取
り
扱
い
で
き
な
い
。
早
急
な
回
復
運

転
の
妨
げ
に
な
り
か
ね
な
い
。

川
俣
　
賢
治
（
浦
和
車
掌
区
）

○
早
朝
三
時
間
連
続
乗
務
行
路
が
復
活
。
ト
イ
レ

に
行
く
時
間
の
無
い
乗
務
は
き
つ
い
、
最
低
限
の

食
う
、
寝
る
、
ト
イ
レ
に
こ
だ
わ
り
を
。
車
掌
は

電
車
が
止
ま
っ
た
ら
そ
の
場
で
食
事
を
す
る
の
で

は
無
い
、
詰
め
所
ま
で
歩
き
、
乗
務
に
合
わ
せ
て

詰
め
所
を
出
る
と
、
朝
食
は
一
五
分
。
Ｊ
Ｒ
東
労

組
の
役
員
が
組
合
員
に
説
教
を
す
る
な
ど
、
若
手

社
員
と
の
接
触
が
難
し
い
。
駅
か
ら
車
掌
そ
し
て

運
転
士
、
再
び
駅
に
と
い
う
動
き
に
合
わ
せ
た
つ

な
が
り
を
。
宇
都
宮
車
掌
区
分
会
で
は
本
日
一
人

の
復
帰
者
を
迎
え
入
れ
た
。
素
直
に
復
帰
を
喜
ぶ

者
や
、
昔
の
確
執
を
忘
れ
ら
れ
ず
難
色
を
示
す
者

な
ど
色
々
だ
っ
た
が
、
議
論
を
重
ね
、
こ
れ
か
ら

一
緒
に
闘
う
仲
間
と
し
て
、
分
会
全
体
で
復
帰
を

受
け
入
れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
田
　
英
雄
（
八
王
子
保
線
技
術
セ
ン
タ
ー
）

○
メ
ン
テ
改
善
で
事
故
早
復
旧
体
制
強
化
と
若
手

の
教
育
の
場
と
し
て
拝
島
に
派
出
を
設
置
。
教
育

と
称
し
て
草
刈
や
土
固
め
の
道
具
ま
で
用
意
し
、

他
労
組
の
組
合
員
の
中
か
ら
も
業
務
区
分
は
？
と

い
う
声
も
。
慢
性
的
な
超
勤
、
事
故
の
度
に
増
え

て
い
く
書
類
や
調
査
等
、
労
働
条
件
の
改
善
は
待

っ
た
な
し
。
丸
投
げ
の
外
注
、
そ
れ
に
伴
う
技
術

力
の
低
下
。
連
日
連
夜
働
く
協
力
会
社
社
員
の
実

態
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
体
制
の
行
き
詰
ま
り
が
安

全
・
安
定
輸
送
の
危
機
と
し
て
表
れ
て
い
る
。

○
エ
ル
ダ
ー
雇
用
。
提
示
先
が
希
望
と
か
け
離
れ
、

断
れ
ば
そ
こ
で
斡
旋
は
打
ち
切
り
。
本
人
の
希
望

に
合
う
提
示
先
を
、
会
社
が
き
ち
ん
と
責
任
を
持

ち
斡
旋
を
す
る
こ
と
が
、
社
員
に
対
す
る
責
務
。

手
島
　
正
彦
（
新
橋
駅
）

○
分
会
執
行
委
員
会
を
一
泊
二
日
で
。「
酒
も
無

く
、
会
議
だ
な
ん
て
皆
五
〇
前
後
だ
し
話
す
こ
と

も
な
い
の
で
は
」。
し
か
し
普
段
議
論
で
き
な
い

こ
と
を
議
論
で
き
た
。「
交
流
を
深
め
よ
う
、
自

分
た
ち
の
姿
や
運
動
を
背
中
で
教
え
て
い
こ
う
、

労
働
組
合
を
少
し
で
も
強
く
し
よ
う
」
と
ま
と
ま
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っ
て
き
た
。

○
駅
で
は
Ｇ
Ｓ
が
増
加
．
五
年
を
迎
え
雇
い
止

め
。
一
生
懸
命
や
っ
て
い
て
も
不
安
だ
ら
け
。
定

期
昇
給
や
ベ
ア
等
無
縁
。
し
か
し
、
我
々
も
安
泰

な
ど
な
い
。
五
五
歳
で
上
積
み
を
貰
っ
て
退
職
さ

れ
た
方
は
退
職
金
の
底
が
見
え
て
き
た
、
や
は
り

仕
事
を
み
つ
け
な
い
と
生
活
で
き
な
い
。
六
五
歳

ま
で
元
気
に
働
き
続
け
ら
れ
る
労
働
条
件
を
創
り

出
さ
な
い
と
い
け
な
い
。

湊
　
信
蔵
（
真
鶴
駅
）

○
組
織
拡
大
。
国
労
に
加
入
さ
せ
て
も
守
る
の
に

は
不
安
と
の
声
。
分
会
全
体
の
意
思
統
一
、
分
会

活
動
の
活
性
化
、
信
頼
関
係
を
作
っ
て
、
他
労
組

組
合
員
の
声
を
掴
ん
で
組
織
拡
大
に
つ
な
げ
る
こ

と
が
重
要
。
地
区
本
部
も
Ｇ
Ｓ
交
流
会
を
開
催
。

職
場
の
状
況
が
出
さ
れ
、
社
員
登
用
試
験
も
合
格

で
き
な
い
ま
ま
で
こ
の
先
が
不
安
の
声
。
要
求
を

聞
き
、
正
社
員
化
実
現
の
闘
い
か
ら
組
織
拡
大
に
。

○
調
査
活
動
。
未
だ
職
場
の
中
で
は
不
公
平
感
が

残
っ
て
い
る
。
新
人
事
・
賃
金
制
度
は
内
容
の
検

討
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
、
時
間
と
論
議
が
必
要
。

将
来
に
亘
っ
て
重
要
な
問
題
を
は
ら
ん
で
い
る
。

調
査
結
果
を
分
析
し
、
組
合
員
に
拡
げ
て
い
く
。

塚
本
　
哲
夫
（
中
央
支
部
・
上
野
保
技
セ
）

○
一
二
月
に
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
廃
止
・
統
合
。
十

分
な
準
備
も
な
く
強
行
。
一
二
月
一
日
に
保
技
セ

に
出
勤
す
る
と
、
テ
ー
ブ
ル
も
無
い
。
二
日
も
同

じ
。
三
日
に
旧
レ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
本
所
へ
行
き
今

後
の
説
明
。
自
分
の
テ
ー
ブ
ル
も
無
く
、
約
一
週

間
は
何
も
仕
事
が
で
き
ず
。
レ
ー
ル
セ
で
の
業
務

が
残
っ
て
い
る
の
で
設
備
は
残
す
と
い
う
説
明
だ

っ
た
が
Ｆ
Ａ
Ｘ
撤
去
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
へ
の
報
告
が
不

能
に
。
レ
ー
ル
積
み
込
み
確
認
は
直
轄
だ
っ
た

が
、
溶
接
会
社
が
行
う
こ
と
に
。
引
継
ぎ
の
た
め

月
に
一
人
一
四
回
か
ら
一
六
回
越
中
島
へ
出
向

く
。
足
ロ
ス
も
ば
か
に
な
ら
な
い
。
Ｐ
会
社
に
迷

惑
を
か
け
て
い
る
。
Ｊ
Ｒ
東
日
本
の
姿
勢
も
あ
る

と
思
う
が
、
も
う
少
し
丁
寧
な
団
体
交
渉
を
し
た

か
っ
た
。　
　
　

清
水
　
康
行
（
東
所
沢
電
車
区
）

○
地
区
本
部
・
運
転
協
・
運
協
車
掌
分
科
が
一
体

で
ダ
イ
ヤ
改
正
の
問
題
点
が
改
善
さ
れ
る
よ
う
取

り
組
み
。
団
体
交
渉
で
要
望
は
計
画
助
役
に
、
交

番
順
序
表
に
つ
い
て
は
職
場
で
変
え
ら
れ
る
、
な

ど
回
答
を
得
て
い
る
。
回
答
を
基
に
職
場
で
出
来

る
こ
と
は
職
場
で
解
決
す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

き
て
い
る
。
三
月
ダ
イ
ヤ
改
正
で
計
画
助
役
か
ら

い
き
た
い
。

増
田
　
静
治
（
大
宮
総
合
車
両
セ
ン
タ
ー
）

○
安
全
・
安
定
輸
送
と
労
働
条
件
改
善
。
新
車
投

入
は
電
子
機
器
の
導
入
な
ど
、
検
修
職
場
に
大
き

な
変
化
。
要
員
減
少
で
、
技
術
継
承
は
危
機
的
状

況
。
業
務
委
託
が
繰
り
返
さ
れ
、
委
託
さ
れ
た
業

務
が
更
に
孫
請
け
に
な
ど
品
質
低
下
が
心
配
。
Ｊ

Ｒ
本
体
が
車
両
を
知
ら
な
い
、
と
い
う
現
象
が
。

Ｊ
Ｒ
が
責
任
を
持
つ
と
い
う
こ
と
が
問
わ
れ
る
。

○
不
採
用
問
題
。
闘
争
団
か
ら
「
生
活
援
助
金
の

支
給
が
無
く
な
る
こ
と
が
今
後
の
生
活
に
不
安
」

と
の
話
が
あ
っ
た
。
組
合
員
ら
も
心
配
の
声
。
整

理
解
雇
や
ク
ビ
切
り
が
行
わ
れ
て
い
る
が
新
た
な

ク
ビ
切
り
は
許
さ
な
い
と
す
る
世
論
形
成
が
重
要

で
あ
る
。
特
に
日
航
労
組
に
対
す
る
支
援
強
化
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
国
鉄
と
同
じ
手
法
が
行
わ
れ

て
き
た
。
日
航
労
組
へ
の
支
援
強
化
を
要
請
す
る
。

百
戸
　
昭
彦
（
上
野
駅
）

○
社
員
数
三
七
三
名
、
う
ち
女
性
が
一
〇
〇
名
、

Ｇ
Ｓ
社
員
九
〇
名
、
女
性
七
二
名
。
突
発
性
の
女

性
だ
け
の
休
暇
が
あ
る
。
日
に
何
人
か
同
時
に
休

む
こ
と
も
多
々
あ
り
、
予
備
の
人
員
を
置
く
べ

き
。
Ｇ
Ｓ
社
員
の
登
用
試
験
。
合
格
し
た
者
、
落

ち
た
者
両
者
が
一
緒
に
同
じ
職
場
で
接
客
を
し
、

発
売
に
あ
た
る
。
異
様
な
職
場
の
環
境
。「
何
で

あ
い
つ
が
受
か
る
ん
だ
」
的
な
嫌
が
ら
せ
。
一
人

前
に
仕
事
が
出
来
る
よ
う
に
な
っ
た
人
材
を
手
放

す
。
来
年
に
は
雇
い
止
め
の
問
題
が
で
て
く
る
。

時
間
が
あ
ま
り
残
さ
れ
て
い
な
い
。
国
労
と
し
て

困
っ
た
と
き
に
は
相
談
に
乗
り
、
仲
間
と
し
て
励

ま
し
、
そ
れ
が
労
働
運
動
で
あ
ろ
う
し
、
契
約
社

員
制
度
廃
止
問
題
は
今
後
の
国
労
の
闘
い
と
し
、

課
題
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。　
　
　
　
　
　

小
池
　
浩
樹
（
十
条
駅
）

○
十
条
駅
も
若
手
が
中
心
。
ト
ラ
ブ
ル
も
少
な
く

な
い
。
教
え
た
若
手
が
ど
ん
ど
ん
車
掌
に
出
て
行

く
。
ど
う
な
の
か
と
、
先
輩
社
員
。
将
来
を
考
え

れ
ば
、
経
験
を
積
ん
だ
若
手
の
社
員
が
、
必
要
。

○
エ
ル
ダ
ー
職
場
で
は
、
我
々
の
組
織
は
団
体
交

渉
権
が
無
い
の
で
、
職
場
の
代
表
者
を
通
じ
て
就

業
規
則
変
更
に
つ
い
て
周
知
、
代
表
者
の
署
名
、

捺
印
。
横
の
連
絡
網
が
取
れ
て
な
い
。
ど
う
扱
う

か
、
各
々
の
職
場
で
疑
問
に
。
縦
と
横
の
情
報
伝

達
方
法
が
急
務
に
な
っ
て
い
る
。

○
Ｇ
Ｓ
社
員
の
雇
い
止
め
。
新
宿
駅
分
会
の
Ｇ
Ｓ

の
組
合
員
は
岐
路
に
。
当
該
組
合
員
に
勇
気
と
元

気
を
与
え
ら
れ
る
取
り
組
み
を
。
新
宿
駅
分
会
は

仮
に
も
社
員
に
な
れ
な
か
っ
た
場
合
に
は
ス
ト
ラ

イ
キ
を
打
つ
ぞ
、
く
ら
い
の
こ
と
は
言
っ
て
い
た
。

厚
澤
　
幸
夫
（
渋
谷
駅
）

○
新
人
事
・
賃
金
制
度
。
明
ら
か
な
成
果
主
義
、

能
力
主
義
の
制
度
。
減
額
は
段
階
的
に
廃
止
さ
れ

る
も
の
の
、
試
験
に
合
格
し
な
い
と
賃
金
の
伸
び

「
ダ
イ
ヤ
改
定
で
交
番
順
序
表
を
い
じ
り
た
い
が
、

何
か
要
望
は
あ
り
ま
せ
ん
か
」
と
話
が
一
月
に
さ

れ
た
。
食
事
時
間
に
つ
い
て
も
社
会
通
念
上
の
時

間
帯
の
確
保
、
ま
た
実
枕
時
間
五
時
間
以
上
の
確

保
を
掲
げ
、
区
別
要
求
も
出
し
て
団
体
交
渉
で
改

善
を
求
め
て
き
て
い
る
。

○
故
野
口
さ
と
る
氏
の
遺

族
育
英
資
金
カ
ン
パ
の
取

り
組
み
に
つ
い
て
、
多
く

の
分
会
か
ら
ご
協
力
を
い

た
だ
き
、
お
礼
を
述
べ
て

・
第
一
点
目
は
組
織
強
化
拡
大
の
取
り
組
み
。
宇

都
宮
車
掌
区
で
組
織
拡
大
の
報
告
。
こ
う
い
っ
た

取
り
組
み
に
学
ん
で
い
き
た
い
。
入
っ
て
く
る
仲

間
の
気
持
ち
に
改
め
て
応
え
、
次
の
仲
間
を
迎
え

入
れ
る
取
り
組
み
に
全
力
を
。
新
入
社
員
対
策
。

国
労
を
選
択
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
お
互
い
が

努
力
を
。
一
部
労
組
一
辺
倒
の
加
入
と
い
う
異
常

な
問
題
に
つ
い
て
何
と
か
風
穴
を
。
残
念
な
が
ら

組
織
を
去
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
仲
間
が
い
る
け

れ
ど
も
、
今
、
迎
え
入
れ
る
取
り
組
み
を
。
不
採

用
事
件
の
一
定
の
整
理
が
つ
い
た
。
こ
の
力
を
組

織
拡
大
に
。

・
二
点
目
は
労
働
条
件
改
善
な
ど
の
取
り
組
み
。
安

全
仕
事
総
点
検
運
動
を
闘
い
の
柱
に
。
こ
れ
ま
で

の
総
括
の
上
に
た
っ
た
要
求
創
り
と
改
善
を
求
め

る
取
り
組
み
に
全
力
を
。
七
月
以
降
一
斉
に
交
渉

体
制
を
確
立
し
て
い
く
。
様
々
な
施
策
の
提
案
か

ら
実
施
の
期
間
が
非
常
に
短
い
。
こ
う
い
っ
た
会

社
の
対
応
は
許
す
こ
と
が
出
来
な
い
。
一
方
、「
グ

ル
ー
プ
会
社
と
一
体
と
な
っ
た
業
務
体
制
の
更
な

る
推
進
」
の
よ
う
に
提
案
さ
れ
っ
ぱ
な
し
に
な
っ

て
い
る
問
題
が
。
闘
い
の
基
本
は
、
安
全
な
車
両

の
提
供
、設
備
の
整
備
、安
全
に
働
け
る
労
働
環
境
。

こ
れ
ら
の
基
本
に
基
づ
い
て
本
社
‐
本
部
間
交
渉

や
地
方
に
お
け
る
交
渉
の
体
制
を
確
立
し
て
い
く
。

今
後
、
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
選
択
と
集
中
と
い
う
中
で

施
策
を
提
案
し
て
く
る
。
東
北
縦
貫
線
な
ど
含
め

て
環
境
は
大
き
く
変
化
を
し
て
く
る
。
契
約
社
員

の
雇
い
止
め
も
差
し
迫
っ
た
問
題
。
Ｇ
Ｓ
に
対
す

る
取
り
組
み
と
か
、
実
態
な
ど
に
つ
い
て
改
め
て

地
本
と
し
て
も
取
り
組
み
を
強
化
す
る
。
問
題
を

改
善
す
る
中
か
ら
組
織
拡
大
に
繋
げ
て
い
く
。

・
三
番
目
は
二
〇
一
一
年
春
闘
。
景
気
回
復
に
つ

い
て
は
足
踏
み
状
態
と
い
う
こ
と
で
経
済
が
改
善

を
し
な
い
と
い
う
状
況
に
変
わ
り
は
無
い
。
国
労

は
二
月
九
日
に
五
〇
〇
〇
円
の
賃
金
要
求
を
全
社

一
斉
に
提
出
。
Ｊ
Ｒ
貨
物
に
つ
い
て
は
別
途
の
労

働
条
件
改
善
要
求
を
提
出
し
て
い
て
、
賃
金
と
あ

わ
せ
た
労
働
条
件
の
改
善
を
こ
の
春
闘
で
求
め
る

署
名
を
今
、
貨
物
職
場
を
中
心
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
仕
事
や
職
場
を
点
検
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
要

求
の
掘
り
起
こ
し
を
提
起
。

・
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
最
終
解
決
を
求
め
る
取
り

組
み
。
残
る
は
雇
用
問
題
。
こ
の
金
銭
と
雇
用
の

問
題
は
一
体
で
あ
る
と
い
う
認
識
か
ら
取
り
組
み

を
展
開
し
て
い
る
。
現
状
の
な
か
で
政
治
を
し
っ

か
り
と
動
か
す
。
今
日
本
部
の
報
告
か
ら
も
あ
っ

た
通
り
、
一
糸
乱
れ
ぬ
行
動
と
い
う
こ
と
で
取
り

組
み
を
。
統
一
地
方
選
挙
な
ど
も
あ
る
、
国
労
と

し
て
は
方
針
で
も
触
れ
て
い
る
通
り
、
反
戦
、
平

和
、
護
憲
、
民
主
主
義
の
立
場
に
立
っ
た
政
治
を

築
き
な
が
ら
Ｊ
Ｒ
不
採
用
事
件
の
最
終
解
決
を
求

め
る
取
り
組
み
に
全
力
を
あ
げ
る
こ
と
と
し
て
い

る
の
で
取
り
組
み
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
た
い
。

書
記
長
集
約

特
別
発
言
（
東
京
闘
争
団
　
原
田
団
長
）

・
今
、
政
治
的
に
良
い
状
況
に
あ
る
と
は
言
え
な

い
。
し
か
し
、
本
州
は
Ｊ
Ｒ
東
日
本
も
Ｊ
Ｒ
貨
物

も
合
わ
せ
て
七
〇
〇
〇
名
以
上
の
欠
員
の
状
況
で

発
足
し
た
。
全
員
を
採
用
し
て
当
た
り
前
。
し
か

し
、
国
と
国
鉄
そ
し
て
Ｊ
Ｒ
は
、
国
鉄
時
代
の
停

職
処
分
を
持
ち
だ
し
て
我
々
を
排
除
し
た
。
我
々

は
決
し
て
忘
れ
な
い
。
政
党
と
政
府
が
捺
印
し
て

約
束
し
た
。
必
ず
実
現
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
緊
急
の
行
動
と
し
て
国
会
議
員
要
請
や
政
党

へ
の
要
請
を
行
っ
た
。
特
に
国
土
交
通
委
員
会
の

衆
・
参
の
議
員
に
対
し
て
、
関
係
省
庁
へ
北
海
道
・

九
州
の
家
族
と
共
に
取
り
組
ん
だ
。
院
内
集
会
に

は
四
党
と
共
産
党
の
代
表
の
方
が
出
席
。
政
治
の

責
任
で
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
皆
さ
ん

が
強
調
。
こ
れ
を
テ
コ
に
し
て
本
当
の
雇
用
の
実

現
に
取
り
組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

が
少
な
い
。
昇
進
制
度
の
見
直
し
と
セ
ッ
ト
で
、

労
働
者
を
競
争
さ
せ
る
。
青
年
労
働
者
は
国
労
が

ど
の
よ
う
な
対
応
を
と
る
の
か
注
目
。

○
安
全
問
題
。
ホ
ー
ム
柵
は
一
刻
も
早
い
設
置
が

求
め
ら
れ
て
い
る
。
恵
比
寿
駅
の
仲
間
か
ら
、
故

障
す
る
と
復
帰
に
時
間
を
要
し
、
昨
年
一
二
月
三

日
に
も
故
障
し
、
人
身
事
故
に
よ
る
遅
れ
と
重
な

っ
て
大
混
乱
。
実
態
の
調
査
を
。
ま
た
、
ホ
ー
ム

要
員
の
無
人
化
や
ワ
ン
マ
ン
運
転
に
も
繋
が
り
か

ね
な
い
問
題
で
あ
る
の
で
、
安
全
と
要
員
の
問
題

に
お
い
て
の
検
証
対
策
委
員
会
の
中
で
対
策
を
。

佐
藤
　
新
（
豊
田
駅
）

○
豊
田
駅
信
号
所
は
車
両
セ
ン
タ
ー
入
出
区
電
車

を
一
日
約
一
〇
〇
本
取
扱
。
昨
年
三
名
の
仲
間
が

配
転
、
一
名
が
定
年
退
職
。
運
転
扱
職
場
は
特
状

が
あ
る
。
一
年
間
で
半
分
入
れ
替
え
は
い
か
が

か
。
転
入
の
三
名
中
二
名
は
組
織
拡
大
が
進
む
武

蔵
小
金
井
駅
か
ら
。
復
帰
者
本
人
と
加
入
の
流
れ

を
創
っ
た
人
。
見
せ
し
め
か
。
悔
し
い
気
持
ち
が

あ
る
が
、
し
っ
か
り
守
っ
て
い
く
仲
間
意
識
が
で

き
、
ま
た
転
勤
者
か
ら
の
意
見
を
参
考
に
要
求
を

行
い
、
改
善
に
も
繋
が
っ
て
き
て
い
る
。
営
業
の

若
手
社
員
と
の
接
点
が
少
な
い
環
境
に
は
あ
る

が
、
国
労
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
努
力
を

し
て
い
る
。
若
手
社
員
等
は
動
員
要
請
に
対
す
る

不
満
を
口
に
し
て
い
る
し
、
組
織
拡
大
の
条
件
は

あ
る
と
思
う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

1733号.indd   2 2011/03/30   15:54:04


